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本
論
考
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
開
発
政
策
分
析
の
一
羽
例
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
第
二
次
枇
界
大
戦
後
の
経
済
政
策
は
、
雑
木
的
に
は
、
外
資
に
依
存
し
、
工
業
化
を
主
導
と
す
る
経
済
成
長
政
菜
を
と

っ
て
き
た
。
こ
の
基
本
線
は
、
一
九
六
四
年
以
降
の
軍
事
政
権
下
に
お
い
て
も
変
ら
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
強
調
点

の
誰
は
あ
っ
て
も
、
避
本
的
に
は
私
企
業
を
経
済
発
展
の
担
い
手
と
し
、
政
府
は
、
行
政
的
金
融
的
側
面
で
こ
れ
に
刺
激
を
与
え
援
助

す
る
と
い
う
資
本
主
義
的
発
展
方
式
を
採
り
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
現
わ
れ
た
農
工
間
格
差
の
増
大
、
農
民
層
の
分
解
の
進
展
に

と
も
な
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
「
艇
業
危
機
」
が
と
な
え
だ
さ
れ
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
腱
業
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

諸
国
に
お
け
る
賎
業
改
革
政
策
の
涯
本
蹄
線
は
、
一
九
六
一
年
の
第
一
回
プ
ン
タ
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
会
議
お
よ
び
一
九
六
七
年
の
第
一
一

回
会
議
で
方
向
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
は
、
現
体
制
を
基
本
的
に
変
革
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ラ
ス

「
セ
ラ
ー
ド
開
発
」
の
性
格

問
題
の
所
在

ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
開
発
分
析
の
一
事
例
と
し
て

西
川
大
二
郎
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ブ
ラ
ジ
ル
迎
邦
政
府
は
、
一
九
七
五
年
一
月
一
一
十
九
日
付
大
統
価
令
第
七
五
一
一
一
一
一
○
号
に
よ
り
、
「
セ
ラ
ー
ド
開
発
計
画
」
（
用
完
○
○

閃
し
冨
少
、
同
国
崩
向
宮
ぐ
Ｏ
Ｂ
旨
冨
両
弓
曰
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
ｏ
向
両
用
シ
ロ
○
の
）
（
第
一
図
お
よ
び
第
一
一
図
）
、
通
称
ポ
ロ
セ
ン
ト
ロ
（
用
６
門
○
○

両
ｚ
弓
宛
ｅ
開
発
計
画
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
、
広
く
は
一
九
七
○
年
に
制
定
さ
れ
た
第
一
次
国
家
統
合
計
画
閂
弔
い
少
ｚ
○
円
ｚ
日
向
●

宛
尹
。
シ
○
三
』
Ｑ
○
三
シ
旧
の
延
長
上
に
あ
り
、
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
第
二
次
国
家
統
合
計
画
ｓ
勺
門
シ
ｚ
○
円
弓
円
向
の
閃
少

Ｏ
シ
○
ｚ
シ
９
ｏ
ｚ
シ
こ
の
一
環
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
同
時
に
こ
れ
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
セ
ラ
ー
ド
開
発
計
画
」
の
性
格
は
、
ま
ず
二
十
六
条
に
わ
た
る
こ
の
開
発
計
画
の
施
行
規
則
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

’
｛
 

せ
ら
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
西
部
お
よ
び
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
ィ
ス
州
西
部
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
の
合
理
的
開
発
に
よ
っ
て
、
同
地
域
の
腿
・
牧

畜
業
活
動
の
発
展
と
近
代
化
を
図
ろ
こ
と
を
目
的
と
す
る
計
画
で
あ
る
」
と
、
本
計
画
の
対
象
と
目
的
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
。

テ
ィ
ッ
ク
な
土
地
再
配
分
と
い
っ
た
分
配
の
平
等
化
を
指
向
す
る
改
革
の
道
を
採
ら
ず
衝
生
産
力
の
増
大
を
主
眼
と
し
、
し
た
が
っ
て

現
実
に
非
生
産
的
な
大
農
場
の
場
合
に
有
償
接
収
有
償
分
配
の
形
を
と
る
こ
と
は
あ
る
が
、
専
ら
生
産
力
の
実
現
を
、
農
業
の
系
統
融

資
組
織
を
整
備
し
、
上
屈
自
作
農
屑
、
富
腿
府
ま
た
は
企
業
的
腔
腸
を
整
術
し
？
上
川
自
作
艇
耐
、
声
位
股
屈
ま
た
は
企
業
的
腱
場
の
創

設
、
育
成
に
求
め
、
土
地
再
配
分
、
自
作
腿
創
設
を
近
路
建
設
に
よ
る
開
拓
前
線
の
拡
大
、
国
土
の
経
済
統
合
に
と
も
な
う
植
民
の
過

程
で
実
現
す
る
道
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
艇
業
政
策
の
展
開
」
（
石
井
輩
縞
著
『
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
土
地
制
皮
と
腿
業
柵
造
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
研
究
双
響
一
一
一
一
一
一
一
、
一
九
八
一
一
一
年
所
収
）
に
お
い
て
す
で
に
論
じ
た
。
し

か
し
、
そ
の
政
策
の
結
果
と
し
て
の
農
業
開
発
の
現
実
的
展
開
の
分
析
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
本
報
告
は
、
腱
業
開
発
の
現
実
の
事
例

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
記
論
考
を
補
強
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
同
時
に
、
艇
業
開
発
が
コ
ロ
ー
ー
ゼ
イ
シ
ョ
ン
（
入

植
開
拓
）
と
い
う
形
を
と
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
地
域
開
発
の
一
理
と
兄
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
開
発
の

特
性
分
析
の
実
証
研
究
の
一
環
と
す
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い
る
。

セ
ラ
ー
ド
開
発
計
画
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第１図ブラジルのセラードの分布
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出所，CordenadorMaTioGuimaraesFerri，IIISimp6sios6breCerrado，

EditoTaEdgardB1ucherLtdaS〕oPaulo,1971,ｐ､３１

セラードとは、強い秘)､の存在から，倭小樹木の疎林を形成する地帯で，ブラジル

高原に広く分布しし，それは，１，１土の５分の１に及ぶ｡腿耕不適地といわれていた。

形成原因は気候条件だけでなく焼畑など人為によるともいわれろ。
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第２図セラード開発計画地域
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１４１ 

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
方
法
は
、
第
三
条
以
下
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
で
は
、
「
一
九
七
五
－
七
九
年
の
間
に
、
約
三
百
七
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
セ
ラ
ー
ド
を
農
・
牧
畜
業
の
生
産
地
帯
と
す
る
。

右
の
面
祇
の
う
ち
、
百
八
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
農
業
に
、
百
二
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
畜
産
に
、
七
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
林
に
向
け
る

も
の
と
す
る
。
艇
業
は
、
米
、
大
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
綿
、
落
花
生
お
よ
び
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
栽
培
を
主
目
標
と
す
る
。
」
と
土
地
利

用
区
分
と
作
物
を
指
定
し
て
い
ろ
。

第
四
条
で
は
、
「
計
画
目
概
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
各
事
業
を
組
み
合
せ
、
同
時
に
推
進
す
る
」
と
し
、
各
事
業
と
は
。
、
進

農
牧
畜
業
に
関
す
る
調
査
研
究
と
試
験
、
二
、
農
業
機
械
化
事
業
、
州
政
府
が
主
導
権
を
も
つ
機
械
化
巡
回
隊
の
編
成
と
拡
大
の
奨
励
、

三
、
造
林
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
四
、
農
道
の
建
設
、
五
、
隣
接
道
路
の
建
設
、
六
、
農
村
電
化
事
業
、
七
、
サ
イ
ロ
、
倉
庫
な
ど
の
建

設
事
業
、
八
、
生
産
物
の
粘
選
加
工
場
の
建
設
事
業
、
九
、
援
助
政
策
に
よ
る
生
産
物
販
売
体
系
の
組
織
化
、
十
、
農
業
用
石
灰
そ
の

他
、
健
畜
産
業
資
材
の
地
域
内
生
産
に
対
す
る
援
助
、
十
一
、
土
地
所
有
の
正
常
化
」
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、

機
械
化
股
業
指
向
、
輸
送
、
貯
蔵
、
加
工
手
段
、
販
光
体
系
の
雅
術
の
丞
祝
で
あ
る
。
艇
乗
用
石
灰
の
投
与
、
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、

後
に
ふ
れ
る
。

第
五
条
で
は
、
対
象
地
域
を
指
定
す
る
。
「
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
与
件
と
し
て
、
約
一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

十
一
一
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
を
予
め
選
定
し
、
一
九
七
五
’
七
九
年
の
五
カ
年
に
、
右
の
選
定
地
の
う
ち
、
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
農
牧
畜
業

地
帯
に
転
換
す
る
。
」
と
し
、
具
体
的
に
十
一
一
の
選
定
地
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
口
三
角
ミ
ナ
ス
地
域
②
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川

の
上
流
中
流
地
域
、
③
パ
ラ
カ
ッ
ー
地
域
（
以
上
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
）
側
ト
レ
ス
・
ラ
ゴ
ア
ス
地
域
⑤
ポ
ド
ヶ
ー
ナ
地
域

⑥
シ
ャ
バ
ン
チ
ー
ナ
地
域
、
パ
レ
シ
ス
地
域
（
以
上
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
）
⑧
グ
ル
ピ
ー
地
域
⑨
パ
ラ
ナ
ー
地
域
⑪
ピ
リ

ネ
ウ
ス
地
域
⑪
ピ
ラ
ー
ニ
ャ
ス
地
域
⑫
リ
オ
・
ヴ
ェ
ル
デ
地
域
（
以
上
ゴ
ャ
ス
州
）
で
あ
る
。
（
第
二
図
参
照
）

第
七
条
で
は
「
本
規
則
で
明
確
に
し
た
地
域
以
外
に
所
在
す
る
他
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
で
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
ィ
ス
州
、
ゴ
ャ
ス
州
、

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
に
属
し
、
か
つ
当
該
地
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
に
足
る
下
部
構
造
の
保
証

さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
例
外
的
に
本
規
則
の
受
益
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
し
、
対
象
地
域
に
一
定
の
幅
を
も
た
せ
て
い
る
。
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第
八
条
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
ポ
ロ
セ
ン
ト
ロ
の
受
益
者
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
１
経
験
を
有
す
る
農
業
生

産
者
で
あ
る
自
然
人
、
ま
た
は
法
人
、
２
既
存
、
ま
た
は
今
後
設
立
さ
れ
る
農
業
生
産
者
の
協
同
組
合
で
、
農
牧
畜
業
を
事
業
と
す

る
も
の
、
３
他
の
事
業
分
野
で
活
動
し
て
い
る
法
人
企
業
で
、
新
た
に
農
牧
畜
事
業
を
開
始
す
る
も
の
」
、
さ
ら
に
第
九
条
で
「
受

益
者
は
、
当
該
地
域
の
技
術
援
助
責
任
機
関
の
勧
告
を
尊
重
し
、
農
牧
畜
開
発
の
意
欲
を
砿
実
に
発
揮
す
る
と
き
に
の
み
申
し
込
み
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
途
で
の
放
棄
、
つ
ま
り
単
な
る
投
機
的
意
志
に
よ
る
場
合
は
、
他
の
罰
則
に
加
え
て
金
融
上
の
制
裁
を
受
け

る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
投
横
的
股
牧
地
購
入
に
つ
い
て
厳
し
い
制
限
が
与
え
ら
れ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

第
十
条
以
下
は
、
要
点
の
み
を
記
す
。

第
十
条
は
、
外
資
に
よ
る
直
接
経
営
の
制
限
な
い
し
禁
止
。
外
資
に
よ
る
信
用
供
与
に
つ
い
て
の
制
限
。
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条

は
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
実
現
す
る
に
当
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
信
用
供
与
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
第
一
回
整
地
作
業
資

金
、
土
地
利
用
の
継
続
に
必
要
な
投
資
資
金
、
基
肥
用
肥
料
の
資
金
、
機
械
化
巡
回
隊
資
金
、
食
肉
用
育
牛
資
金
、
腱
牧
営
艇
資
金
の

各
項
に
亘
り
、
具
体
的
に
期
限
、
利
率
、
担
保
物
件
で
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
い
え
る
こ
と
は
、
一
定
の
資
金
な
い
し
、

抵
当
権
を
設
定
し
得
る
資
金
の
な
い
も
の
は
、
受
益
者
に
該
当
し
得
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

第
十
五
条
以
下
は
、
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
財
源
、
系
統
融
資
機
関
等
々
を
規
定
し
、
第
二
十
四
条
で
は
、
「
中
央
銀
行
は
、

金
融
代
行
機
関
が
自
己
資
金
を
本
計
画
に
利
用
し
た
場
合
、
典
型
的
、
常
識
的
な
腰
業
信
用
取
引
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
通
常
の
収
益
に

見
合
う
程
度
の
利
率
補
助
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
利
率
援
助
を
規
定
し
、
国
家
予
算
、
中
央
銀
行
資
金
、
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
資
金
以
外

の
金
融
機
関
か
ら
も
資
金
を
動
員
す
る
た
め
、
そ
れ
の
手
厚
い
保
護
規
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
腿
業
開
発
に
際
し
て
も
一
定
の
地
域
を
指
定
し
、
重
点
的
開
発
を
す
す
め
る
拠
点
開
発
方
式
を
と
っ
て
い
る
が
故
に
、
セ

ラ
ー
ド
開
発
計
画
は
ポ
ロ
セ
ン
ト
ロ
（
中
心
地
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
，

さ
ら
に
い
え
ば
、
対
象
に
地
域
的
限
定
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
開
発
主
体
、
つ
ま
り
本
計
画
の
受
益
者
に
も
一
定
の
限
定
が
な
さ
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パ
ダ
ッ
プ
計
画

「
セ
ラ
ー
ド
開
発
計
画
」
（
ポ
ロ
セ
ン
ト
ロ
）
の
策
定
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
二
年
前
に
策
定
、
実
施
さ
れ
た
「
パ
ダ
ッ
プ

計
画
」
が
、
そ
の
技
術
的
、
経
営
的
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ダ
ッ
プ
計
画
の
実
施
と
そ
の
進
展
の
分
析
は
、
「
セ

ラ
ー
ド
開
発
計
画
」
の
理
解
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

パ
ダ
ッ
プ
計
画
と
は
、
勺
”
○
○
宛
少
冨
レ
ロ
固
鈩
、
の
同
ｚ
弓
し
富
国
二
日
○
自
国
Ｏ
Ｂ
○
し
【
円
○
句
し
閃
シ
ヱ
シ
Ｂ
少
（
勺
シ
ロ
シ
旧
）

つ
ま
り
、
ア
ル
ト
・
パ
ラ
ナ
イ
ー
パ
総
合
開
発
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。

本
計
画
は
、
一
九
七
二
年
、
当
時
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
農
務
局
長
官
で
あ
っ
た
ア
リ
ソ
ン
。
パ
ウ
リ
ネ
リ
（
の
ち
に
連
邦
政
府

農
務
大
臣
と
な
る
）
の
発
案
に
も
と
づ
き
、
一
九
七
三
年
九
月
十
一
一
一
日
法
令
第
七
二
七
八
六
号
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ

イ
ス
州
サ
ン
・
ゴ
タ
ル
ド
、
リ
オ
・
パ
ラ
ナ
イ
ー
パ
、
イ
ピ
ァ
ー
、
カ
ン
ポ
ス
・
ア
ル
ト
ス
の
諸
郡
を
含
む
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
セ

ラ
ー
ド
の
土
地
を
接
収
し
、
こ
こ
に
技
術
的
に
資
格
の
あ
る
農
業
者
を
選
抜
し
て
入
植
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
出
発
し
た
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
黄
金
上
、
技
術
上
の
援
助
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
術
を
政
府
の
責
任
に
お
い

て
行
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
本
計
画
の
統
輔
は
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
艇
務
局
が
、
艇
務
局
の
実
行
機
関
で
あ
る
ミ

ナ
ス
州
拓
植
農
業
開
発
公
団
角
ご
用
シ
Ｐ
冨
閂
ｚ
少
の
）
を
通
じ
て
行
い
、
そ
れ
に
そ
の
他
の
政
府
機
関
金
融
機
関
、
民
間
企
業
と
し

て
コ
チ
ア
産
業
組
合
（
○
し
Ｃ
が
参
加
し
た
。
開
発
資
金
の
調
達
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
銀
行
の
系
統
融
資
機
関
と
し
て
ミ
ナ
ス
・
ジ

ェ
ラ
イ
ス
州
立
開
発
銀
行
（
国
Ｃ
旨
の
）
が
担
当
し
、
そ
れ
に
コ
ー
ヒ
ー
部
門
に
対
し
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
（
団
：
８
』
Ｃ
国
『
国
｝
）
、
コ

ー
ヒ
ー
以
外
の
産
物
に
対
し
て
は
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
貯
蓄
銀
行
○
国
富
の
が
融
資
責
任
機
関
と
な
っ
た
。
生
産
技
術
の
指
導
に
つ

い
て
は
、
連
邦
植
民
農
業
改
革
庁
（
Ｈ
ｚ
Ｏ
肉
少
）
、
農
業
信
用
普
及
協
会
ｓ
ｏ
し
宛
）
お
よ
び
コ
チ
ァ
産
業
組
合
が
担
当
し
た
。
と
く
に

コ
チ
ア
産
業
組
合
は
、
農
業
者
の
選
択
、
送
り
込
み
、
全
体
の
技
術
、
経
済
、
財
務
、
管
理
の
統
轄
、
計
画
全
般
に
わ
た
る
事
業
の
管

理
、
統
制
、
生
産
物
の
販
売
、
精
選
、
不
時
の
加
工
生
産
資
材
の
補
給
、
新
規
加
入
組
合
員
の
統
制
、
他
の
参
加
機
関
と
の
協
力
な
ど

を
担
当
し
、
実
質
的
な
開
発
の
主
体
的
組
織
機
関
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
他
の
参
加
機
関
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ブ
ラ
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パ
ダ
ッ
プ
開
発
計
画
の
対
象
地
域
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
サ
ン
・
ゴ
タ
ル
ド
郡
そ
の
他
に
ま
た
が

る
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
、
第
二
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
大
都
市
と
の
関
係
位
置
で
い
え
ば
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
の
北
西
約
八
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ニ
ラ
イ
ス
州
都
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市
の
西
方
約
二
六
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
。
も
っ
と
も
近
接
し
た
都
市
は
サ
ン
。
ゴ
タ
ル
ド
市
（
人
口
一
万
八
、
二
三
八
人
、
一
九
七
○
年
）
で
あ
る
。
自
然
的
位
置
で
い
え
ば
、

西
経
約
四
六
度
、
南
緯
約
一
九
度
、
標
高
約
二
五
○
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
あ
る
。
年
間
降
水
量
は
一
、
四
○
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
、
七
五
○
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
あ
り
（
リ
オ
・
パ
ラ
ナ
イ
ー
バ
試
験
場
、
一
九
七
三
年
か
ら
四
年
間
の
計
測
値
。
以
下
同
じ
）
、
総
降
水
量

は
決
し
て
少
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
六
月
か
ら
九
月
の
冬
期
に
は
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
な
く
、
冬
期
の
平
均
湿
度
は
四
○
パ
ー
セ
ン
ト

と
著
し
く
乾
燥
す
る
。
気
温
は
年
平
均
摂
氏
一
九
度
か
ら
一
一
三
度
で
あ
る
が
、
月
平
均
鍍
低
は
七
月
（
一
四
’
一
六
度
）
に
現
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
セ
ラ
ー
ド
地
域
の
一
般
的
特
性
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
年
降
水
戯
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
降
水
戯
と
降
雨
期

の
配
分
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
み
ら
れ
、
植
物
の
有
効
水
分
の
欠
乏
と
し
て
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
気
候
も
、
報
告
書
の
文

面
を
借
り
れ
ば
、
「
実
際
的
見
地
か
ら
い
え
ば
、
同
地
域
の
気
候
は
農
業
に
最
も
適
し
て
い
ろ
と
い
え
る
。
通
常
、
十
月
半
ば
に
始
ま

る
最
初
の
降
雨
は
、
直
ち
に
大
豆
の
植
付
け
を
容
易
に
す
る
。
そ
の
上
、
コ
ー
ヒ
ー
の
開
花
を
一
斉
に
促
す
こ
と
に
な
る
。
三
月
に
入

っ
て
降
雨
が
減
少
し
冬
期
の
様
相
を
特
色
づ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
豆
と
コ
ー
ヒ
ー
の
収
種
が
き
わ
め
て
都
合
よ
く
操
作
さ
れ
、
良

い
品
質
の
も
の
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
高
温
な
雨
季
に
お
い
て
も
不
規
則
な
降
雨
の
中
断
期
が
現
わ

－
６
．
 

ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー
院
（
田
。
）
》
ミ
ナ
ス
州
農
業
土
木
公
社
（
○
揚
言
ｅ
、
動
植
物
保
謹
庁
（
冒
句
）
、
ミ
ナ
ス
州
農
牧
畜
研
究
公
団

（
両
勺
諺
冨
の
）
、
ミ
ナ
ス
州
農
産
物
貯
蔵
公
社
（
。
シ
の
同
旨
の
）
、
ミ
ナ
ス
州
食
糧
品
市
場
公
社
（
○
国
シ
の
ど
、
州
道
路
交
通
局
（
Ｃ
国
閃
）
、

州
上
下
水
道
局
ｅ
鈩
巴
等
。

以
下
、
筆
者
に
よ
る
一
九
七
六
年
七
月
の
現
地
に
お
け
る
入
手
資
料
（
コ
ダ
ッ
プ
の
概
要
』
そ
の
他
）
、
お
よ
び
聞
き
取
り
、
さ
ら

に
そ
の
後
に
入
手
し
た
コ
チ
ァ
産
業
組
合
中
央
会
「
ア
ル
ト
・
パ
ラ
ナ
イ
ー
パ
計
画
の
経
過
報
告
」
（
『
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
』
サ
ン
パ

ウ
ロ
、
一
九
七
八
年
二
月
、
四
’
十
四
ペ
ー
ジ
）
等
に
よ
っ
て
、
パ
ダ
ッ
プ
計
画
の
概
況
を
述
べ
、
さ
ら
に
そ
れ
の
性
格
付
け
を
試
み
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れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
対
応
と
し
て
潅
滅
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
雨
期
の
雨
水
の
流
れ
と
没
透
に
よ
っ
て
、
土
壌
は

た
え
ず
流
出
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
強
い
雨
期
と
乾
期
の
交
替
に
よ
っ
て
土
壊
は
ラ
テ
ラ
イ
ト
化
し
、
土
壌
中
の
チ
ッ

ソ
、
燐
酸
、
カ
リ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
董
分
等
が
欠
乏
し
、
そ
の
た
め
、
農
耕
地
と
し
て
の
利
用
の
た
め
に
は
、
有

機
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
自
然
条
件
の
技
術
的
経
営
的
克
服
が
必
要
条
件
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
劣
悪
な
自
然
条
件
で
あ
っ
た
の
で
、
本
地
域
の
大
部
分
は
、
半
乾
燥
疎
林
と
し
て
未
耕
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
従
来
の
股

業
者
は
鹸
大
十
ヘ
ク
タ
１
ル
の
小
土
地
所
有
者
で
農
業
は
川
辺
の
低
地
、
家
畜
飼
育
は
高
台
の
草
原
で
行
わ
れ
て
お
り
、
土
地
利
用
率

は
所
有
農
地
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
開
発
計
画
は
、
耕
地
而
祇
を
拡
大
し
、
よ
り
進
ん
だ
技
術
を
導
入
し
て
生
産
性

を
高
め
、
同
時
に
計
画
性
の
あ
る
経
営
を
確
立
し
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
零
細
な
自
給
形
態
を
変
革
を
目
ざ
し
て
い
た
。

当
初
約
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
按
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
分
割
し
、
三
百
家
族
を
導
入
す
る
計
画

で
あ
っ
た
が
、
地
域
内
に
在
来
の
中
小
地
主
が
散
屑
し
て
い
た
た
め
、
計
画
が
変
更
さ
れ
、
結
局
、
未
開
墾
地
を
所
有
す
る
在
来
の
地

主
も
本
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
組
合
と
し
て
は
二
万
五
、
五
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、
新
た
に
九
十
家
族
の
組
合
員
を

導
入
し
（
在
来
の
地
主
を
含
め
る
と
一
一
一
一
○
家
族
）
、
彼
ら
に
二
万
四
、
二
一
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
分
譲
し
、
残
余
は
、
組
合
直

営
の
種
子
栽
培
圃
場
を
含
む
試
験
農
場
四
地
区
、
ル
ラ
ル
・
ミ
ナ
ス
の
保
留
地
一
地
区
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
入
植
者
の
平
均
農
地
面

秋
は
約
二
七
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
当
地
域
の
条
件
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
富
農
層
に
層
す
る
。

自
然
条
件
の
克
服
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
土
壌
浸
食
を
考
慮
し
、
州
政
府
の
規
制
に
よ
っ
て
農
地
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
縦
林
地
と
し
て
確
保
さ
れ
た
。
水
源
は
六
区

を
除
い
て
確
保
さ
れ
た
。
次
い
で
、
開
墾
と
土
地
『
改
良
事
業
で
あ
る
。
疎
林
の
伐
採
、
抜
根
、
整
地
の
後
、
燐
酸
肥
料
を
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
り
一
八
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
カ
リ
肥
料
を
七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
投
入
、
ま
た
石
灰
を
一
年
次
二
ト
ン
、
二
年
次
に
再
び
二
ト
ン
を
投
入
し
、

そ
の
結
果
、
函
は
平
均
四
・
五
か
ら
五
・
一
一
に
ま
で
変
化
し
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
大
豆
の
収
穣
量
は
一
年
次
一
二
袋
（
一
袋
六
○
キ

ロ
グ
ラ
ム
）
、
一
一
年
次
三
○
袋
、
一
一
一
年
次
四
○
袋
と
な
り
、
一
層
の
改
良
に
よ
っ
て
五
○
袋
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
小

麦
は
、
自
然
条
件
を
考
慮
し
て
当
初
州
政
府
か
ら
の
指
定
作
物
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
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第１表土地開発に対するヘクタール当り初期投資額

（1975/76年度）

（単位クルゼイロ，Ｉクルゼイロ当時約20円）

伐採賛

aCerradogrosso 
（森林の密なセラード）150クルゼイロＸ５時間

bCerradomedio 
（森林の中程度のセラード）150クルゼイロＸ４時間

cCerradoralo 

（森林の倭小なセラード）150クルゼイロＸ３時間

倒木の破壊

aCerrBdogrosso SOクルゼイロ×１時間

bCerradom6dio ８０クルゼイロｘ形時間

cCerrBdoralo ８０クルゼイロｘ兇時間

石灰の撒布８０クルゼイロ×１時間

耕土および整地（深さ30～40ｃｍ）

抜根（木炭原料として抜根が義務づけられている）

燐酸の撒布

燐酸肥料代（アラシャ産）450クルゼイロＸ１トン

石灰代110クルゼイロ×２トン

土壌保全費（等高線うね造り）

1． クルゼイロ

750 

600 

450 

２． 

（
Ｕ
（
Ｕ
毎
Ｊ
（
Ｕ
〈
Ｕ
ヘ
リ
（
Ｕ
（
Ｕ
へ
Ｕ
（
Ｕ

〔
５
４
２
Ｒ
）
２
（
Ｕ
４
。
Ｐ
Ｃ
２
１

３
Ｄ
】
ワ
】
４
一
ワ
】
１

●
●
●
●
●
 

｜
向
く
）
○
勾
斗
一
戸
（
）
（
』
血
》
一
【
〃
。

8． 

計Cerradogrosso

Cerradom6dio 

Cerradｏｒａｌｏ 

2,840 

2,650 

2,287 

出所：コチア産業組合，試験場資料
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第２表大豆のへクタール当り生産費および予想収益（1975/76）

360クルゼイロ

480 

９５ 

６０ 

１０ 

６０ 

１２０ 

２１０ 

種子代４クルゼイロｘ90ｋｇ

肥料代（40％の補助金付）２クルゼイロ×400ｋｇ

防虫・防除農薬代

整地代４０クルゼイロＸトラクター1.5時間

諏子選別費１人20クルゼイロｘ0.5時間
播種，給肥代４０クルゼイロｘトラクター1.5時間
農薬撒布費４０クルゼイロ×トラクター３時間
収趣費300クルゼイロｘコンバイン0.7時間

計

予想収税量３０袋/ヘクタール（１袋60kg）

予想平均価格８０クルゼイロ×30袋

生産賀

予想収益

1,395 

2,400 

１，３９５ 

1,005 

の
収
溌
は
一
年
次
一
八
袋
、
一
一
年
次
一
一
一
○
袋
、
一
一
一
年
次
四
○
袋
と
な
り
、

雌
終
的
に
は
六
○
袋
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
開

墾
の
た
め
の
初
期
投
資
（
第
一
表
）
を
別
に
す
れ
ば
、
大
豆
に
つ
い
て
は
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
三
○
袋
の
予
想
収
種
と
し
て
、
一
九
七
五
年
度
に
は

一
、
○
○
五
ク
ル
ゼ
イ
ロ
Ｃ
ク
ル
ゼ
イ
ロ
約
二
○
円
）
の
収
益
が
予
想

さ
れ
（
第
二
表
『
小
麦
に
つ
い
て
は
、
同
年
度
に
一
ヘ
ク
タ
１
ル
当

り
三
○
袋
の
予
想
収
融
で
販
売
価
格
一
袋
一
二
七
。
八
○
ク
ル
ゼ
イ
ロ

八
と
し
て
索
収
入
三
三
四
ク
ル
ゼ
イ
ロ
、
生
産
蛮
一
、
四
三
○
ク
ル
ゼ

イ
ロ
、
収
益
一
一
、
四
○
四
ク
ル
ゼ
イ
ロ
が
見
込
ま
れ
る
。
（
第
三
表
）
同

じ
く
米
（
陸
稲
）
に
つ
い
て
は
八
七
○
ク
ル
ゼ
イ
ロ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

に
つ
い
て
は
一
、
六
三
六
ク
ル
ゼ
イ
ロ
の
収
益
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
六
’
七
七
殿
年
に
は
、
こ
の
地
区
組
合
員
作
付
而
秋
は
、
大

豆
一
万
一
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
小
麦
四
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
一
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
一
一
、
一
○
○
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
達
し
た
。

各
入
植
者
の
大
部
分
は
、
各
々
八
○
馬
力
の
中
型
、
五
’
六
○
馬
力

の
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有
し
、
そ
れ
に
見
合
う
機
械
化
装
備
を
整
え

て
い
る
。
同
時
に
、
単
純
農
業
労
働
賃
金
が
時
間
当
り
三
ク
ル
ゼ
イ
ロ

（
約
六
○
円
）
で
災
め
ろ
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
経
営
を
成
り
立

た
せ
て
い
る
大
き
な
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
近
隣
の
サ
ン
・

ゴ
タ
ル
ド
市
に
例
を
と
れ
ば
、
一
九
七
○
年
に
一
万
八
千
余
の
人
口
の
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第３表小麦のへクタール当り生産愛および予想収益（1975/76）

種子代４クルゼイロ×100ｋｇ

肥料代（40％の補助金付）２．１クルゼイロ×300ｋｇ
防虫・防除農薬代

追肥代１５クルゼイロｘ３ｋｇ

殺蟻剤１５クルゼイロｘｌｋｇ

鍵地代４０クルゼイロ×トラクター1.5時間
播種・給肥代４０クルゼイロ×トラクター1.5時間
殺蟻代１人20クルゼイロ×0.5時間

防虫・防除代４０クルゼイロ×トラクター１時間
収穫費(大型機賃借）300クルゼイロｘコンバイン0.5時間
（1975年度は自家小型機で行い，１２クルゼイロ×30時間）

計

予想収遡量３０袋/ヘクタール（１袋60kg）

最低予想価格127.80クルゼイロ×30袋
生産賀

予想収益

400クルゼイロ

３７８ 

７０ 

４５ 

１５ 

６０ 

６０ 

１０ 

４０ 

１５０ 

（360） 

1,220（1,430） 

3.834 

1,220（1,430） 

2,614（2.404） 

都
市
が
、
一
九
七
六
年
に
は
一
一
万
五
千
人
を
越
え
、
一
九
七

一
一
年
に
一
五
五
の
商
店
・
売
店
数
が
一
九
七
六
年
に
は
一
一
一
四

○
軒
に
達
し
、
明
ら
か
に
人
口
逆
流
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る

。
こ
の
現
象
か
ら
、
パ
ダ
ッ
プ
計
画
の
地
域
経
済
へ
の
貢
献

を
よ
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
入
植
組
合

員
の
大
部
分
が
、
機
械
化
農
業
に
慣
れ
た
上
層
組
合
員
の
子

弟
で
あ
る
こ
と
、
鮫
低
一
一
○
○
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
の
自
己
資
金

を
必
要
と
し
て
い
る
と
口
を
そ
ろ
え
て
述
べ
て
い
る
点
を
考

え
合
せ
る
と
（
入
植
当
時
の
土
地
代
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
三

六
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
）
技
術
開
発
に
よ
っ
て
新
し
く
価
値
を
も

ち
出
し
た
未
開
拓
地
セ
ラ
ー
ド
の
開
発
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府

の
股
業
改
革
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
コ
ロ
ー
ー
ゼ
イ
シ
ョ

ン
に
よ
る
開
拓
前
線
の
拡
大
を
通
じ
て
、
中
麗
上
園
部
の
規

模
拡
大
、
上
昇
分
化
の
機
会
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
本
報
告
は
一
九
七
六
年
度
法
政
大
学
基
金
に
よ
る
在
外

研
究
の
さ
さ
や
か
な
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
一
九
八
一

年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
に
も
負
っ
て
い
る
。
）
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